


チョコレート嚢腫（卵巣に月経血がたまる） 腺筋症（子宮の筋層内に）

（月経血が子宮内でうっ滞）



卵巣がはれる
（チョコレート嚢腫）

癒着する チョコレート嚢腫の破裂→緊急手術

腹膜表面が暗赤色
（腹腔鏡で診断）







＃）子宮内膜症



＃）　MRI 検査（約３０分くらい）



＃）黄体ホルモン療法
　（ディナゲスト錠）

（月１回 の注射）

（ 腹腔鏡手術 ）

（卵巣嚢腫核出術）

（卵巣全摘術）



＃）子宮内膜症性卵巣嚢腫
　　（チョコレート嚢腫）の治療法

　１）経過観察
　　　（エコーや腫瘍マーカーＣＡ１２５など）
　２）薬物療法
　　①　低用量ピル（ルナベルなど）
　　②　低用量黄体ホルモン療法
　　（ディナゲスト錠内服約６ヶ月～１年）
　　③　偽閉経療法（更年期状態に）
　　　（ＧｎＲＨ療法など）
　３）手術療法（腹腔鏡など）



子宮内膜症の治療の流れ

鎮痛剤＝ ＝ピル

＝ディナゲスト錠

＝リュープリン
　スプレキュア

ピル
↓

　　　　↑
ディナゲスト錠



＃)　下腹部の脂肪組織に注射
　　（月１回来院）
＃）１回目は、生理開始後５日以内に

←







＃　腹腔鏡下手術



＃）子宮内膜症性卵巣嚢腫
　　（チョコレート嚢腫）管理の注意点

①　卵巣嚢腫の茎捻転（急激な腹痛）
　　　→緊急手術

②　卵巣嚢腫の悪性変化の可能性
　　（急な増大、充実部分の出現、
　　　　　腹水発現）






